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通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向等を踏まえ、2020 年８月 28 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いた

します。 

 

記 

 

1. 2021 年６月期通期連結業績予想の修正について 

（2020 年７月１日～2021 年６月 30日） 

（単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 7,700 500 450 400 15 円 17 銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 9,000 850 750 600 22 円 05 銭 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 1,300 350 300 200   

増 減 率 （ ％ ） 16.8％ 70.0％ 66.6％ 50.0％   

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

2 0 2 0 年 ６ 月 期 
5,067 △82 △91 △114 △４円 41銭 

 

 

 



 

2. 連結業績予想修正の理由 

世界的な新型コロナウイルス「COVID-19」確定迅速検査の需要に対応するために、昨年 8月

に国内販売を開始した自社ブランド製品及びエリテック社向け OEM 製品である全自動 PCR 検査

装置(geneLEAD シリーズ)と PCR検査の前処理自動化工程を担う自社ブランド製品(magLEAD シ

リーズ)及び海外 OEM メーカーに供給している DNA(核酸)自動抽出装置の販売だけではなく、

それら自動化装置に付属する専用試薬・消耗品の販売は好調に推移しました。 

一方、費用面においては、研究開発費として短期間の製品応用開発投資や国内販売展開強化

だけではなく、専用試薬・消耗品のサプライチェーン構築のために量産設備投資を積極的に行

い減価償却負担額が増加していますが、全体としては当初業績見通しに対して大幅な増収増益

となる見込みです。 

 

※業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。   

 以上 


